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教育庁学校教育課長   小 川   匡 

教育庁文化財室長      板 井   浩 

 

○議長（安達 隆君）  皆さん、おはようございま

す。これより本日の会議を開きます。 

○議長（安達 隆君）  日程第１、第31号議案を議

題といたします。 

 これより、第31号議案について委員長の報告を求

めます。 

 総務委員長、中尾 勉君。 

○総務委員長（中尾 勉君）  おはようございます。

総務委員長報告をいたします。去る６月23日、総務

委員会を開催し、本会議から付託されました第31号

議案の審査結果を報告いたします。 

 第31号議案、「豊後高田市長の給料月額及び退職

手当の特例に関する条例の制定について」は、市長

の現任期に係る給料月額及び退職手当について、給

料月額については、100分の50を乗じて得た額とし、

退職手当については、支給しないこととする特例措

置を講ずるものです。 

 審査の中で委員より、「今回の条例制定による影

響額について」や「期末手当について」の質疑が出

されました。 

 本議案については、反対の討論及び賛成の討論が

ありました。 

 審査の結果、第31号議案については、採決の結果、

賛成少数により原案を否決すべきものと決しました。 

 以上で、第31号議案の審査結果の報告を終わりま

す。 

○議長（安達 隆君）  以上で、委員長の報告を終

わります。 

 本件に対しましては、土谷信也議員ほか１名から

修正案が提出されました。 

 提出者の説明を求めます。 

 ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  皆さん、おはようございま

す。議席番号７番、豊翔会の土谷信也でございます。

第31号議案の豊後高田市長の給料月額及び退職手当

の特例に関する条例の制定についてに対する修正案

のご説明を申し上げます。 

 第31号議案の内容につきましては、市長の給料月

額を半額とし、退職手当なしとする条例の制定であ

ります。 

 今回提案いたしました修正案につきましては、こ

の条例案の市長の給料の減額率100分の50を100分の8

0とするものであります。 

 理由といたしましては、市長は選挙公約で給料を

半減するということを掲げ当選されたわけですが、

給料には労働の対価というものがあります。その中

には、労働対価の原則、生活保障の原則、市場価格

の原則などに沿って、この対価というものがありま

す。給料を半額にしたとしても、佐々木市長は生活

していくことができないことはないと思います。し

かしながら、豊後高田市の先頭に立って職員の何倍

もの働きをしていただかなければなりません。その

ような立場の市長が、課長級よりも給料が低いよう

ではいけないと思います。 

 本市以外では、県内７市が減額しているようであ

りますが、減額率は３％から17％の削減であります。 

 現在、副市長は不在ですが、副市長の支給総額は

年間約1,002万円と伺っております。私は、市長の給

料は、この副市長の支給総額1,002万円を上回らなけ

ればならないと考えます。佐々木市長は、給料半額

は現任期限りと言っておられますが、今後市長とい

う職につくには、金銭面でかなり余裕のある方にし

かなれないというような、社会的に大きな影響を与

えるのではないかと危惧をしております。 

 以上の理由により、本修正案を提案するものでご

ざいます。 

 なお、予算については、減額の補正予算案が提案

されておりますが、今後、副市長人事に伴い、さら

に調整の必要があろうかと思います。12月定例会な

どで一般職員の給与の調整と合わせて、執行部にお

願いしたいと思います。 

 議員の皆様には慎重審議をいただき、この修正案

にご賛同をいただきますようにお願い申し上げ、説

明を終わります。 

○議長（安達 隆君）  以上で、提出者の説明を終

わります。 

 これより、ただいまの委員長報告及び修正案に対

する質疑に入ります。 

 質疑はありませか。 

 ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  総務委員長にお伺いします。 

○議長（安達 隆君）  甲斐委員、質疑席に移動し

てください。 

 ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  総務委員長にお伺いします。

総務委員会の中で、修正案の内容についてどのよう

な議論があったのかお伺いしたいと思います。 



６月 29 日 

 - 61 - 

 

○議長（安達 隆君）  総務委員長、中尾 勉君。 

○総務委員長（中尾 勉君）  先程土谷議員のほう

から説明がありましたように、労働の対価という部

分の観点から、やはり市の先頭に立っていく職員が

副市長、それから課長職の給与よりも低いという部

分については、適正でないというふうな議論があり

ました。また、先程にありましたけども、県下の市

長の減額率についても、もう３から15％というふう

な部分で、やはり今後市長になられる方について、

佐々木市長については余裕があるのかないのか私に

はわかりませんけども、やはり今後市長になられよ

うという、市長の任期４年ですけども、またその次

その次という形でそういった部分が影響にならない

ような形でというふうな議論がありました。 

 以上です。 

○４番（甲斐明美君）  質問を終わります。 

○議長（安達 隆君）  ほかに質疑はありませんか。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  日本共産党の大石忠昭でご

ざいます。私は、修正案の提案者、土谷信也議員に

質疑をいたします。 

 市長が選挙公約に基づいて、みずからの給料を７

月分から45カ月間任期中、半額にすると、４年先に

もらう退職金をもらわないと、ゼロにするという議

案に対して、それでは悪いと、こちらのほうをこう

いうふうに修正するという案が出されました。 

 議員一人一人は、この本会議場において12分の１

の賛同者がおれば、高田でいうならば18人の定数で

すから、もう一人賛成者がおれば、誰でも修正案が

出すこと、あるいは条例案を出す権利を持っていま

す。審議をすればいいことなんです。 

 しかし、この今回の市長が提案した議案は、おそ

らく豊後高田市始まって以来のこういう案件だと思

うんです。だから、どうも私のいないところで議論

になったということを聞きましたが、この市長から

提案された議案は、特別委員会を設けて、そこに提

案して、そこで集中審議をしようという話があって、

全国議長会まで問い合わせた経緯がありまして、20

日の日に正式な議会代表者会議が開かれまして、そ

の報告を受けました。結果的には、やっぱりこれま

でどおり、これは総務委員会で審議をする議案だか

ら、総務委員会に付託をして集中審議をしてもらお

うということになりました。議案については、市長

から提案される、あるいは議員からも提案されるそ

の議案が本会議においても質疑ができますけれども、

その議案が県議会でも市議会でも町議会でも、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託されて、ここで集中審

議がされます。これは本会議と違って、時間制限が

ありません。回数制限もありません。質疑・意見を

述べることができます。当然この中で修正案を出す

こともできます。あるいは休憩とって調整すること

もできます。 

 提案者の土谷信也議員は、もう議会運営委員長の

職について３年目に当たります。総務委員会の委員

でもあります。ここで市長提案の議案質疑が行われ

ましたが、議案質疑は一言もありませんでした。討

論の中で、先程述べましたような同じ趣旨の反対討

論がありました。 

 しかしながら、先程日本共産党の甲斐明美議員が

総務委員長に質疑をしました。この内容は、総務委

員長、質疑の内容を理解していなかったと思うんで

す。修正についてどういう議論がされましたかとい

う質問だったと思うんです。ところが、そのことに

ついては一言もありません。総務委員会では誰から

も修正案が出されませんでした。休憩をとって、市

民が納得できるような議論はされませんでした。だ

から、私はいろんな角度から、今後市民にとって賛

成することが有利か、反対することが有利か、自分

なりに本会議でも、この総務委員会でも質疑をした

つもりです。後にないから、満場一致で決まるのか

なと私は思っていました。ところが、今言いました

ように、土谷議員が反対討論、北﨑議員も反対討論

をされました。反対討論の中で、北﨑委員は社長と

専務の話をされまして、社長が専務より給料が安かっ

たらいかがなものかというのもやりました。もうど

んな議論をするのも自由です。結構です。しかし、

その中で、だから、佐々木市長の給料を半額にする

のはいかがなものかと、修正したらという討論の中

で述べたのです。しかし、委員長はこれを取り上げ

ませんでした。そのまま表決に入りまして、賛成の

方は挙手願います。賛成したのは、大石と黒田議員

だけでした。あと別に、議長も総務委員ですからお

りましたけれども、何も物を言わないまま座ったま

まで、いわゆる賛成２反対３で否決をされるという

結果になったんですね。新聞に書かれたとおりです。 

 だから、私は、提案者の土谷議員に質問をしたい

んですけれども、ここで修正案を堂々と出す。皆さ

んに表決を求める。それは権利として充分あります。

しかし、本人が議会運営委員長を務める、あるいは

総務委員のメンバーであるといったら、何でそれが、
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あなたの今ここで提案する修正案が本当に確信を

持って市民のためになると言うんならば、総務委員

会で「大石さん、もう言わんでええ。市長が選挙で

こう言うたけど、もうこういう形で調整できんかえ、

100分の50あるいは100分の60、100分の70、80、90、

いろんな案を出して、何とかこういうことで調整で

きんかえ」という議論をした結果、それでも多数決

で決まったというんならば、委員長報告の中で「総

務委員会の中で慎重審議をした結果、市長の提案を

こういうように修正しました。議員の皆さん、ご賛

同をお願いします」なら、それはよくわかることな

んだと思うんですね。こういう議論を踏んでいない

んですよ。しかし、誰でも本当、修正案を出すこと

はできます。それを否定したいんじゃないですよ。 

 よって、お尋ねしたいんですけれども、原案が給

料の月額を７月分から半額に減額する、そして退職

金は全然受け取らない、ゼロにするということなん

ですね。修正案は、退職金はそのままでよいと。そ

して、給料だけは７月分から100分の50の半額じゃな

くて100分の80、２割だけ市長が受け取る金額を少な

くしようという提案なんですね。市民は、100分の5

0カットが市民にとって有利なのか、100分の80カッ

トが有利なのか、注目していると思うんですよ。そ

れは、市長が提案した100分の50、市長の公約の100

分の50よりは、100分の80のほうが市民にとってこれ

はメリットがあるんだと、市民にとって利益になる

んだという説明ができれば、説明をしていただきた

いと思います。 

 それから、もう一つは、予算の関係なんですよ。

これも本会議で述べましたように、何か佐々木市長

になったら、ため込み金120億円を何か市長の会社の

有利なほうに使うんじゃないかとか云々というよう

ないろんなうわさが流れましたけども、今度出され

ている予算が減額しているんですよ。土木費は、去

年の６月を見たら、約８億円土木費を減額しておる

のね。箱物をつくらないとも言い出しました。そし

て、自分の給料を減らすということで、今回は総額

で357万2,000円。永松市長が提案しておった、そし

て議会で議決したこの予算を、357万2,000円減額す

るという減額予算をやってきたんですよ。そして、

条例案については100分の50であり、100分の80にす

るんだとなったこの予算、もう一緒にあわせて修正

案を提案しないと、矛盾しているんじゃないですか。 

 日本共産党市議団がことしの３月に、子どもの医

療費を中学卒業するまで通院も無料にするという条

例を出しました。これは、新しい市長ができるから、

新しい市長が予算をつければ、10月１日からならば、

条例だけは永松市長時代に議員の力で制定しておれ

ば、新しい市長が必ず予算をつけてくれるというこ

とで、10月１日施行で条例を出したんです。これは

否決されました。その理由の一つに、予算の管理が

問題だと言われました。これは、私は予算が議員が

出すんじゃない。新しい市長が出せばいいのだから。

ところが、本来の給与の減額で、佐々木市長はもう

給料を半額でいいからちゅうことで予算を減額して

いるのに、予算は修正しないちゅうのは矛盾してい

るんじゃないかと思うんですね。これも２人以上、

１人賛成者と本人で２人で、そうやって出せば、修

正案出せるんですよね。なぜ出さないのか。何か副

市長のことと調整だと。副市長の予算は、３月の議

会の予算からされております。条例どおりに副市長

に報酬を出すことになっています。だから、減額修

正もしないと矛盾しているんじゃないかと思います

が、土谷議員の見解を求めます。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  大石議員の質疑にお答えを

します。 

 100分の50を100分の80にしたという件につきまし

ては、どういう効果が出るかということでございま

すが、今の時点では、効果というのははっきり申し

上げることができません。修正案につきましては、

今説明を申し上げたとおりでございます。 

 委員会の時に修正ということが出なかったという

ことでございますが、その時にはまだ、今、大石議

員言われたように、100分の60にするか70にするか8

0にするかと、そういういろんな調査もありますし、

そういう検討中のところでございました。 

 それから、この予算案についてでございます。35

7万2,000円の予算でございますが、これも説明で申

し上げました。副市長のことも言われましたが、副

市長、今不在でございますので、本来ならば、この

６月議会で副市長の不在の分、４月分、５月分を減

額をしないといけないと思いますが、ここはまだやっ

ておりません。ですから、この修正案が決まりまし

たら、私言ったように、12月でも予算的には今の予

算で賄える状態でございますので、いかれると思う。

そういうことで、一緒には予算は提案をしませんで

した。 

 以上でございます。 
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○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  提案者の土谷議員にもう一

度お尋ねをいたします。 

 今、100分の50と100分の80との関係で、修正した

からと、どういう効果があるかということは具体的

に述べられませんでした。そのとおりだと思います。 

 もう一度聞きたいのは、総務委員会で修正案を出

さなかった、それはどれだけの修正率にするかまだ

固まっていなかったと。これも一理ありましょう。

ここで聞きたいのは、それならば、100分の50が間違

いで、提案された100分の80が正しいというならば、

この議員の、あなたの所属している会派が一番大き

い、部屋には別な会派が２人おります。７人あわせ

たらありますけどね。何か別な会派ともこういう、

まあ会派というのは、政策で一致というように議会

基本条例に書かれておりますけれども、政策が一致

しとると思うんだけども、日本共産党の会派には、

この修正案に協力してくれという話は全くありませ

んでしたが、ほかの会派にも協議を持ち込む、ある

いは、この修正案の提案に賛同を求めるような協力

要請をされたのか。きょう、何人かの議員に聞きま

した。議長にも聞きました、どうなのかえと。それ

ぞれ意見を聞いております。ここは公開しません。

土谷議員に、その総務委員会で各会派の代表がおり

ます、総務委員会のメンバーの中でも。ここで集中

審議していなくて、そこで決まってなかって、いよ

いよ決まって100分の80が正しいと言うんならば、ほ

かの会派の意見も聞いて、調整をして100分の80とい

うことになったのか、それとも、あなたと北﨑議員

の２人だけの思いつきで100分の80なのか明らかにし

てもらいたい。 

 なぜそれを申し述べるかといいますと、総務委員

会で否決したという記事がそれぞれ新聞に載りまし

た。その中に、市長のコメントも掲載された新聞も

あります。私なんかは多くの市民と接触ありますの

で、もういろいろ一番これを問題にしているのは有

識者の方ですね。本当に偉い方々、知識層の方々が

一番反応しました、今。一番市長にとって不利な感

想は、この市長のコメントを見て、「ああ、これは

市長選挙の時に議員と話ができちょったんじゃねえ

かえ、大石さん」と。「いや、そんなことないです

よ」と。私はその真相わからんけど、市長は選挙の

パフォーマンスで５割カットをやっちょって、出し

たら、議会が否決するんじゃと。 

○議長（安達 隆君）  大石議員に申し上げます。

質疑が議題の範囲を超えていると思いますので、質

疑は議題の範囲内でお願いします。 

○18番（大石忠昭君）  いや、超えてない。超えて

いないと思います。大事な点なんですよ。市民の代

表の言論の府で大事なことを言っているんですよ、

市長にとっても。だから、市長もますます政治不信

広がると思いますよ。そんなことはないと私は否定

しています。 

 同時に、私がさっき言うたように、総務委員会で

慎重審議した結果なら、それは理解をしやすいと思

うんです、市民はね。ところが、土谷信也議員、市

長との関係ちゅうのは、誰も知らんもんないでしょ

う、どういう関係にあるかというのは。そこが出し

てきた、北﨑議員と２人で出してきたということが、

やっぱりそういう疑問が生まれるんかなと思って、

残念です、私は。 

 それから、同時に、本音は、市長が給料を半分に

下げられたら、市議会議員に跳ね返るという本音が

あるんじゃないかということも、多くの市民から反

応があります。だから、やっぱり我々は市民の代表

として、市長も変わった、市長は給料を半分にして

も、30年間の県議会議員の経験を活かして市民のた

めにもっと働く、恩返しをしたいちゅうんですよ。

すばらしいことじゃないですか。そうでしょう。市

議会議員も市長に負けないように、一緒になってい

いことは推進する、悪いことはストップかける、そ

ういう役割を果たす必要があると思うんですね。だ

から、慎重に審議が要ると思いますので、もう一度、

土谷信也議員、この100分の50が悪くて100分の80が

正しいんだちゅうことを市民にわかるように説明し

てください。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  まず、最初の質疑にお答え

をします。 

 ほかの会派に100分の80ということを相談してお願

いしたかということでございますが、大石議員の言

われるように、私の部屋には豊翔会、それから新政

会の２会派がおります。その方たちにはそういう削

減率も相談をしまして、100分の80ということで決定

をさせていただきました。ほかの会派の方には、私

からは直接はお願いはしておりません。 

 それから、大石議員が私と市長の関係ということ

を言われましたが、今回の選挙ももう皆さんが知っ

てのとおりでございます。市長の公約、これは市長
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が決めたことです。我々は二元代表制でございます。

市長は市長の選挙、議会は、議員は議員の選挙で、

公約を上げたわけですけど、そういう話ができてい

たかと。大変これは失礼な話じゃないかと思います。

当然そういうことはありませんし、公約に対しても、

市長の掲げた公約は、全て我々が賛成するというこ

とではございません。これからのいろんな公約、６

つ出しましたが、今給料半減と、１件目ですが、こ

れからの公約についても、しっかり議会として審議

して対応してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  再質疑をいたします。 

 ２回答弁を聞きましたが、私は、この修正案につ

いては市民の賛同は得られないと思うんですね。よっ

て、本当にそれが市民にとって効果があるというん

ならば私も賛成しますけれども、効果がないと思い

ます。よって、土谷議員に撤回する意思がないか、

もう一度聞きたいです。 

 それから、議長にちょっとお願いしたいんです。

これができなければ、はい、結構ですと言います。

この修正案に対して市長に一言質問をしたいんです

が、質問を認めてもらえるでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  だめです。 

○18番（大石忠昭君）  だめですか。 

○議長（安達 隆君）  はい。 

○18番（大石忠昭君）  それは議会のルールからそ

うでしょうね。そのことは議長に文句は言いません

ので、撤回してもらいたいと思いますから、答弁を

させてください。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  再質疑にお答えします。 

 撤回はいたしません。 

○18番（大石忠昭君）  議長、終わります。 

○議長（安達 隆君）  ほかに質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  質疑なしと認め、質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  議長、ちょっといいですか。

議事進行についてちょっといいですか。 

○議長（安達 隆君）  はい。 

○18番（大石忠昭君）  議事進行については、発言

していいですか。 

 全国の議会では、この種の討論については、反対

の討論が先、それから賛成討論、反対、賛成という

ように交互に討論が行われております。それで、今、

討論通告、私は第31号議案の原案に賛成討論を提出

しておりますが、ほかに討論をする方は、この討論

というのは、今回は第31号議案の原案と修正案に対

して討論ができるんですけども、討論通告ある人は

ないんですか。あったら、反対の討論から先にやっ

てもらったらと思いますが、どうでしょう。 

○議長（安達 隆君）  反対討論は出ておりません。 

○18番（大石忠昭君）  出ていない。 

○議長（安達 隆君）  大石議員、質疑を続けてく

ださい。 

○18番（大石忠昭君）  質疑じゃない。討論してく

ださいだね。 

○議長（安達 隆君）  あ、討論。 

○18番（大石忠昭君）  はい、しましょう。 

 日本共産党の大石忠昭でございます。私は日本共

産党市議団を代表しまして、今議題になっておりま

す第31号議案に対しまして賛成討論、そして、土谷

議員から提案のありました修正案に対して反対の討

論をしたいと思います。 

 ご承知のように、この議案は、さきの市長選挙に

おいて、佐々木市長が、佐々木候補ですね。佐々木

候補が野田候補と違って、野田候補は退職金はゼロ

にする。佐々木候補は退職金もゼロ、市長の給料は

半額にするという公約を打ち出しました。これは、

大分県の市長選挙では初めてのことだったと思いま

す。２人ともがこういう大胆な公約を発表したんで

すね。同時に、子どもの医療費、高校までの無料化

や給食代の中学までの無料化など、県下の首長がやっ

たことのない公約なども公約をいたしました。 

 私は、この第31号議案というのは、市長の現任期

中４年間に限って給料を半額にする。しかし、議会

で議決を得ないとできないために、もうすでに４月

分、５月分、６月分がちゃんと条例に基づいて支給

されています。この議会できょう決まれば、７月分

からの給料を半額にする、そして、４年先にもらえ

る自分の市長としての退職金をもらわないという条

例なんです。次の市長の心配をされる声がありまし

たけれども、次の市長は、また選挙公約でそういう

公約するかしないかは本人の自由です。誰を選ぶか

も有権者の自由です。そうでしょう。 
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 日本共産党市議団は、一般質問の冒頭にも述べま

したように、佐々木市長にどういう対応するか。市

長から出された条例案にしても予算案にしても、市

民にとってそれはいいことについては当然賛成する。

よりよくなるように積極的に提案もして協力してい

く。同時に、市民にとって悪いことについては、早

く指摘をして早く是正させる、改善させる。反対の

ための反対、賛成のための賛成、そういう態度をと

らないことを表明しております。私どもの議員団で

も、この条例について議論をしました。宇佐の議員

団とも協議をしましたけれども、当然市長の選挙公

約、この市長の意思を尊重して、同意すべきではな

いかということになりました。確かに一部の市民の

間では、市長、そんなことで生活できるかという声

もあります。しかし、普通給料表を当たるんでした

ら、給料表を当たって半額にするんでしたら、自動

的に期末手当も半額になるんですけれども、今回は

違うんですね。特例措置なんです、この第31号議案

は。だから、期末手当は減額されません。市民の皆

さんはまだ理解していないと思うんですけどね。通

常どおり、ことしは４月の29日からか就任していま

すからね。通常でしたら、１年間で市長のもらえる

期末手当は296万6,828円になります。だから、給料

半分になっても、期末手当は296万何がしかあります

から、充分生活はできるんではないかと思います。 

 皆さんが心配されている、市長の給料が副市長と

か幹部職員よりも低かったら、本当に市長としての、

ほかの人よりも何倍も仕事してもらわなのに、それ

ができるかと、あるいは、県に行っても国に行って

も物が言えるんかというような意見もあるようです

けれども、そんなことないんじゃないでしょうか。

ちょっと水を飲みます。給料が安いから仕事ができ

ないなどという論は通らないと思います。会社で例

えていいますと、もう市長ですから給料額が表に発

表されます。会社については発表されないですね。

経営が不振になったら、社長の給料を半分に減らす、

ゼロにするところだってありますわね、会社は。だ

から、仕事ができないということはないんですよね。 

 それから、給料半分になったら、もう仕事をまと

もにせんのんじゃないか。こんなことを言う人は、

普通は言わないけども、あったとしても、佐々木市

長はそんなことはないと思いますよ。選挙で、相手

候補と違って、30年間の県議会議員という実績を持っ

ているんですよ。政治力を持っているんですよ。自

民党から除名されましたけど、その自民党と戦うよ

うな意志を持っておるんですよね。だから、選挙で

公約した以上は、30年間の経験を活かして豊後高田

市民に恩返しをしたいと言うんです。給料半分でも

恩返しをすると言うんだから、やってもらおうじゃ

ありませんか。そうでしょう。だから、そういう心

配をすることはないと思うんですよ。半分悪いとい

うのは、８割がいいなんちゅうことにはならないと

思うんですね。 

 よって、私は、計算してみましたら、市長の給料

は現行２％削減しておりますので、１カ月79万3,60

0円です。これが半額で39万6,900円になります。そ

れを、７月から任期終了までは45カ月あるんです。4

5カ月で計算しましたら1,786万5,000円給料だけで節

減できることになります。退職金は４年ごとに支給

されますが、例えて、永松前市長のごとくは１期４

年間で幾らもらったと思いますか。2,033万5,000円

です。何と４年間で約2,000万円を超える額をもらっ

ているんです。佐々木市長はゼロでいいと言うんで

す。 

 私は、この永松市長の退職金の時は、市の職員や

一般会社で働く市民に比べたら2,000万円は高過ぎる

ということで、せめて半額をということでありまし

た。ゼロにしようなんて言うたことはありませんけ

どね。最終的には15％をカット、最後は半額カット

をしましたけどね。余分ですけど、お知らせしてお

きたいと思います。 

 よって、計算しましたら、市長のこの条例がきょ

う可決されますと、４年間の間に幾ら市長の給料関

係で節減できると思いますか。合計で3,437万7,890

円になります。約で3,400万円なんですね。私は、議

案質疑でも主張しましたように、この3,400万円とい

うのは、市民のために、市民の暮らしをよくしてい

くために、市民の声を聞いて有効に使うべきだと思

うんです。そうすれば、これを可決してもらって、

これを市民に使ってもらえば、市民は喜んでもらえ

るんじゃないか。８割カットにして２割分だけ増幅

しようというのとは大きな違いになりますからね。

そういうことで、私は、この市長の今回提案してい

る条例は、原案に賛成をいたします。ぜひ議員の皆

さんのご賛同を求めたいと思います。 

 次は、土谷議員から提案されております修正案に

は反対をいたします。なぜかと申しますと、市長の

公約です。市長の公約に対して、議員が反対する権

利は当然あります。これを否定するのじゃないんで

す。例えば、私は、市長の公約の日本一の磨崖仏群
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をつくるということについては、まだ賛成反対態度

を表明しておりません。慎重に対応したいと思って

いるんです。市長の公約が全て正しいということで

はないと思いますね。議員がいろんな意見を持つこ

とは、それは自由なんです。今度の給料や退職金の

問題についても、修正案を出すことは自由です。そ

のことを否定するものじゃないんです。 

 しかし、先程議案質疑で述べましたように、100

分の50は総務委員会で反対をしました。半分に給料

をする、そして退職金とあわせての条例案に反対し

たのが、今度は、本会議で２割カットのほうが正し

いから修正案に賛成してくれということになったん

ですね。その根拠が、私は今の答弁の範囲では、市

民の一人として100分の50が間違いで、100分の80の

削減のほうが市民にとって有利だなどとは全く思い

ません。それよりは市長の意思を尊重してあげて、

今回はやっぱり皆さんが修正案には反対してもらっ

て、市長の原案に賛成したもののほうが、市民にとっ

ては喜ばれるんじゃないかと思うんです。ぜひ修正

案に反対、原案に賛成されるよう議員各位にお願い

を申し上げまして、討論を終わります。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  以上で、通告による討論は

終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

 12番、河野徳久君。 

○12番（河野徳久君）  皆さん、おはようございま

す。議席番号12番、豊翔会の河野徳久です。 

 第31号議案、豊後高田市長の給料月額及び退職手

当の特例に関する条例の制定についての第１条中10

0分の50を100分の80に改める修正案に賛成の討論を

いたします。 

 賛成の理由につきましては、４点述べたいと思い

ます。 

 まず１点目です。大分合同新聞６月７日の朝刊に、

佐々木市長は６月６日の議会運営委員会の後、マス

コミに自身の給料カットについて、「みずから身を

切る覚悟を持って、人口減少対策や観光振興に取り

組む強い決意を示すため」と述べられたことが載っ

ていました。６月14日における市長所信表明、６月2

0日の議案質疑、翌日の一般質問での答弁を聞き、強

い決意は私も感じ取りました。 

 しかし、豊後高田市の年間一般会計予算は145億円

ほどといたしましたときに、本市の税金収入は15％

ほどであります。国や県の補助金を多くいただいて

ほしいと思います。公約を実行していくために、こ

の先、多大なる労苦が待ち受けていると察するとき、

副市長、課長の給料よりも低くなる減額には賛成で

きません。佐々木市長の強い決意が任期中続く、自

身の給料減額分の10倍も20倍もの補助金獲得に、職

員の先頭に立って走ってもらいたいと思うからであ

ります。 

 ２点目は、大分県内では、本市を入れて８市で市

長給料の減額が実施されていますが、減額率は２％

から17％のようです。市長給料を20％に減額します

と、大分県下で一番大きい減額率となります。また

月額63万5,040円となり、本市の副市長の月額63万7,

000円とほぼ同額になります。 

 ３点目は、給料は生活給であるということです。

市長選挙のたびに減額率を気遣うようになると、お

金に余裕のある人でなくては立候補に踏み切れなく

なります。知識、能力に長けていても、生活給とし

ての給料が必要な人の意欲を奪うおそれがあります。

特に、被選挙者となられた若い人の夢をくじくでしょ

う。 

 最後に、財源についてです。地方自治法第222条の

２項では、予算を伴う議案においては、必要な予算

上の措置が適確に講ぜられることとなるまでには、

これを提出することができないことになっておりま

す。第29号議案、平成29年度豊後高田市一般会計補

正予算で、共済費を含め360万7,000円の減額がされ

ていますが、20％の給料減額で計算しても、12月ま

では財源がある計算になります。当初予算からの見

直しをすれば、年度末に120万円ぐらいの予算不足に

なるものと思われます。地方自治法第112条では、議

会の議員には予算案を議会に提出する権限を持たな

いことになっておりますので、予算不足が生じた場

合、補正予算を組まれるか、または市長の専決処分

で予算執行が行われることを佐藤総務課長に確認し

ております。よって、第29号議案を修正する必要は

ないと思います。 

 以上４点の理由により、議員各位には修正動議に

ご賛同いただけますようお願いいたしまして、私の

第31号議案の修正案の賛成討論を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  ほかに討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  これにて討論を終結いたし

ます。 

 これより第31号議案についての採決に入ります。 
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 採決の順序について、あらかじめ申し上げます。 

 まず初めに、修正案について採決をいたします。 

 次に、市長が提案した原案について採決を行いま

す。 

 それでは、最初に、土谷信也君ほか１名から提出

されました修正案について、起立により採決いたし

ます。 

 議席に設置されている可・否いずれかのボタンを

押した後に、問題を可とする者は起立をしてくださ

い。 

 お諮りいたします。 

 土谷信也君ほか１名から提出された修正案に賛成

の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（安達 隆君）  起立多数であります。 

 よって、土谷信也君ほか１名から提出された修正

案については可決されました。 

 次に、ただいま修正議決した部分を除く原案につ

いて採決いたします。 

 議席に設置されている可・否いずれかのボタンを

押した後に、問題を可とする者は起立をしてくださ

い。 

 修正議決した部分を除く原案に賛成の諸君の起立

を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（安達 隆君）  起立多数であります。 

 よって、修正議決した部分を除く原案は可決され

ました。 

 日程第２、第29号議案、第30号議案及び第32号議

案並びに第１号報告から第４号報告までを一括議題

といたします。 

 これより委員長の報告を求めます。 

 総務委員長、中尾 勉君。 

○総務委員長（中尾 勉君）  去る６月23日、総務

委員会を開会し、本会議から付託されました議案３

件、報告３件の審査を終了いたしましたので、その

結果を報告いたします。 

 第29号議案、「平成29年度豊後高田市一般会計補

正予算（第２号）のうち、本委員会に付託された部

分」ですが、歳入予算の内容については、国庫支出

金、県支出金、繰越金などで財源措置されており、

補正額は、５億8,275万7,000円の増額で、補正後の

予算総額は、141億7,074万7,000円となっています。 

 歳出の主なものは、総務費では、市長の給料及び

共済費の減額、地域おこし協力隊の活動をサポート

するための経費、映画上映会を開催する経費、国民

文化祭の準備等の経費が計上されています。 

 消防費では、老朽化した高規格救急車を更新する

経費が計上されています。 

 次に、地方債の補正については、「道路整備事業」

などの限度額の変更を行っています。 

 審査の中で委員より、「地域おこし協力隊の費用

対効果」や「フィルムコミッションの積算根拠」「国

民文化祭実行委員会の構成人数」について質疑や意

見が出されました。 

 審査の結果、第29号議案のうち、本委員会に付託

された部分については、提案の趣旨を認め、全員異

議なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第32号議案、「豊後高田市個人情報保護条例及び

豊後高田市情報公開条例の一部改正について」は、

行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律等

の一部改正に伴い、個人情報に「個人識別符号」が

含まれることを明確化するため、所要の規定の整備

を行うものです。審査の中で委員より、「今回の改

正で市民に対する影響について」質疑が出されまし

た。 

 審査の結果、第32号議案については、提案の趣旨

を認め、全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 第１号報告、「平成29年度豊後高田市一般会計補

正予算（第１号）について」ですが、「大分県議会

議員補欠選挙」に係る予算の専決処分をしたので、

地方自治法第179条第３項の規定に基づき、承認を求

めるものです。 

 審査の中で委員より、「無投票となったことによ

り減額分はいくらか」などの質疑が出されました。 

 審査の結果、第１号報告については、報告の趣旨

を認め、全員異議なく承認すべきものと決しました。 

 第２号報告、「豊後高田市税条例の一部改正につ

いて」は、地方税法等の一部改正に伴い、早急に改

正する必要が生じたため、平成29年３月31日に専決

処分したので承認を求めるものです。 

 審査の中で委員より、「軽自動車税のグリーン化

特例の影響額について」質疑が出されました。 

審査の結果、第２号報告については、報告の趣旨を

認め、全員異議なく承認すべきものと決しました。 

 第３号報告、「豊後高田市税特別措置条例の一部

改正について」は、過疎地域自立促進特別措置法第3

1条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置

が適用される場合等を定める省令及び半島振興法第1
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7条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場

合等を定める省令の一部改正に伴い、早急に所要の

規定の整理を行う必要が生じたため、平成29年３月3

1日に専決処分したので承認を求めるものです。 

 審査の中で委員より、「今回の改正での影響額に

ついて」質疑が出されました。 

 審査の結果、第３号報告については、報告の趣旨

を認め、全員異議なく承認すべきものと決しました。 

 以上で、総務委員会審査結果の報告を終わります。 

○議長（安達 隆君）  社会文教委員長、安達かず

み君。 

○社会文教委員長（安達かずみ君）  去る６月26日、

社会文教委員会を開会し、本会議から付託されまし

た議案１件、報告１件の審査を終了いたしましたの

で、その結果を報告いたします。 

 第29号議案、「平成29年度豊後高田市一般会計補

正予算（第２号）のうち、本委員会に付託された部

分」ですが、歳出の主なものは、衛生費では、胃が

ん検診の検査項目に胃内視鏡検査を新たに実施する

経費や、自治会単位でごみの減量にチャレンジする

取り組みを行う経費等が計上されています。 

 教育費では、小中学校の校務用パソコンを更新す

る経費等が計上されています。 

 審査の中で委員より、「ごみ減量チャレンジ事業

における今後の予定と減量の効果について」や「小・

中学校のパソコン更新における今後の計画について」

質疑がありました。 

 審査の結果、第29号議案のうち、本委員会に付託

された部分については、提案の趣旨を認め、全員異

議なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第４号報告、「豊後高田市国民健康保険税条例の

一部改正について」は、地方税法施行令の一部改正

に伴い、早急に所要の規定の整備を行う必要が生じ

たため、平成29年３月31日に専決処分したので承認

を求めるものです。 

 改正の内容については、「保険税の減額措置に係

る軽減判定所得の算定方法を改正するもの」です。 

 審査の中で委員より、「今回の改正における市民

への影響について」質疑がありました。 

 審査の結果、第１号報告については、報告の趣旨

を認め、全員異議なく承認すべきものと決しました。 

 以上で、社会文教委員会審査結果の報告を終わり

ます。 

○議長（安達 隆君）  産業建設委員長、阿部輝之

君。 

○産業建設委員長（阿部輝之君）  去る６月27日、

産業建設委員会を開会し、本会議から付託されまし

た議案２件の審査を終了いたしましたので、その結

果を報告いたします。 

 第29号議案、「平成29年度豊後高田市一般会計補

正予算（第２号）のうち、本委員会に付託された部

分」ですが、歳出予算の内容については、農林水産

業費では、白ねぎの作付け面積の規模拡大を促進す

るため、農地の土地改良を行う経費などが計上され

ています。 

 商工費では、若者や移住者に対し創業支援をする

もので、対象者の増により増額する経費や石造文化

をテーマにした観光振興について調査・検討を行う

経費などが計上されています。 

 土木費については、「社会資本整備総合交付金事

業」に要する経費などが計上されています。 

 審査の中で委員より、「奨学金返済の助成の対象

や要件について」や「旧庁舎跡地の公園整備の土地

購入の場所と面積について」質疑がありました。 

 審査の結果、第29号議案のうち、本委員会に付託

された部分については、提案の趣旨を認め、全員異

議なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 第30号議案、「平成29年度豊後高田市特定環境保

全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」は、

真玉処理区、香々地処理区に係る全体計画及び事業

計画の変更に要する経費が計上されています。 

 補正額は、1,511万円の増額で、補正後の予算総額

は、2億1,715万4,000円となっています。 

 審査の結果、第30号議案については、提案の趣旨

を認め、全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 以上で、産業建設委員会審査結果の報告を終わり

ます。 

○議長（安達 隆君）  以上で、委員長の報告を終

わります。 

 これより、ただいまの委員長の報告に対する質疑

に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  日本共産党の大石でありま

す。産業建設委員長に１点だけお尋ねをしたいと思

います。 

 今委員長報告をるるお聞きしましたが、その中で、

市の基幹作物であります白ねぎの産地拡大の予算で、

850万円が異議なく可決されるということなんですが、
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私ども共産党の議員がその委員会におりませんので、

詳しい内容を聞くことができなかったんですけれど

も、同じような事業が昨年度でも実施をされたんで

すけれども、昨年度の場合は補助金という形で交付

されました。今度の場合、850万円が工賃、請負費に

なっているんですね。それで、その造成をして、い

わゆる水田をネギ畑に変える事業なんですけれども、

これが市のほうが買収している、あるいは市が買い

上げている土地を市の予算で業者に請負契約で発注

するというならよくわかるんですけども、所有者は

Ａさん、それを借りて耕作する方はＢさんという形

になっていると思うんですけどね。それで、市の請

負契約で市が入札をして業者を選んで工事をして、

受益者あるいは耕作者が活用できるということにな

るんかということで、ちょっと疑問を持っているも

んだからね。その辺の何か説明があったのか、議員

の中からこういう疑問を持つのは私だけなのかね。

ちょっと私は疑問を持っているんですよ。土地改良

区に基づいて土地改良区ができて、土地改良区の事

業を市が肩がわりしてやるというんなら、土地改良

区をつくっているのか、あるいは負担金条例があっ

て、予算では35万円負担金を出すようになっている

んですけどね。それはわかるけ、その辺もやっぱり

所管の委員会ですから、充分市民が納得できるよう

な審議はあったと思うんですけど、今のところは何

も質問があったようではありませんのでね。執行部

のほうからこの辺、同じ事業をやるのに去年は補助

金、今度は請負費で850万円がなぜなのかね。その辺

皆さんが同意されて、よく納得できて、この第29号

議案に賛成したのかどうかをお尋ねいたします。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  産業建設委員長、阿部輝之

君。 

○産業建設委員長（阿部輝之君）  お答えをいたし

ます。 

 意見とかそういうのはございませんでした。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  もう一度お尋ねしますが、

今、阿部委員長から意見はございませんでした、そ

ういうことでございますと。私は長く述べましたけ

れども、私が理解していないだけならいいんですけ

ど、産業建設委員のメンバーの皆さんも理解したん

だろうかとちょっと疑問を持つんですよ。私は意見

があったかどうか聞いたんじゃないんです。委員長

報告は、それは事務局がつくった原稿でしょうけど、

読み上げたのを聞いておりましてね。このことにつ

いては何ら質問があったとか、あるいは答弁があっ

たとかいうことがないので、質問がなかったちゅう

のはわかったんですよ。だから、私が聞いたのは、

執行部のほうからこの予算について、同じ事業をや

るのに昨年は補助金、今度は請け負いに変わってい

るけんね。85万円じゃなくて850万円ですよ。地元負

担が35万円かかるとなっているでしょう。入札で35

万円がもっと安くなるかと思うんだけどね。大事な

問題なので、やっぱり議員としてはチェックが要る

んですよ。だから、質問がなかったんだけど、冒頭

にこうこう説明があったから、もう議員は質問のラ

インを納得できてやったということもあってもいい

わけですね。それがわからないから聞いたんだけど

も、ただ意見がなかったということがわかったんで

すけど、議員の意見がなかったのはわかったんだけ

ど、執行部からその辺の違いが説明されて、なるほ

どなということになったかどうかちゅうのは、まだ

今の答弁でわからないんで、その辺どうですか。 

○議長（安達 隆君）  産業建設委員長、阿部輝之

君。 

○産業建設委員長（阿部輝之君）  執行部から説明

ありましたけど、委員からは質問はありませんでし

た。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  もう一回しか質疑ができま

せんのでね。私だけならいいんですよ。私が理解で

きんというんなら、少しはいいと思うんですけども、

ほかの議員は理解できとるんでしょうかね。今の答

弁も、私の質問に答えていないんですよ。質問がな

かったけど、執行部から答弁がありましたというか

ら、私はその内容を聞いているんです。去年とこと

しの違いについて議員の皆さんが納得できるような

説明があったんですかと。本当に違いについて説明

があったんですか。あったんなら、今回の請負費と

いうのはこういうことなの。私が疑問を持っちょる

のは、市が借りた土地、市が買収した土地じゃない

のに、市が請負契約でそれを造成することができる

んですかという疑問を持っているから聞いているん

ですよ。「それは大石が疑問を持つほうがおかしい

んや。何ら問題ない」という説明があったんなら、

あったでいいんですよ。それやったら、委員長とし

て「こういう説明があったから、大石議員、そげ心

配することはないんじゃ。賛成すりゃいいんじゃ」
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と言うんなら、それはわかりますよ。そういう答弁

がないということは、私が疑問に思っているような

ことは一切説明がなかったんじゃないですか。あっ

たんなら内容を、ちょっと休憩とってでもいいから、

はっきりさせてくださいよ。 

○議長（安達 隆君）  しばらく休憩します。 

午前11時13分 休憩 

午前11時14分 再開 

○議長（安達 隆君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 産業建設委員長、阿部輝之君。 

○産業建設委員長（阿部輝之君）  大石議員の言わ

れるような説明はございませんでした。ほかのこと

でいろいろなことでは説明があったんですけど、今、

大石議員が言われるような何に対してと、いろいろ

なそういう説明はございませんでした。 

 以上です。 

○18番（大石忠昭君）  議長、終わります。 

○議長（安達 隆君）  ほかに質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  これにて質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。 

 討論の通告はありませんでした。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 ただいまから採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 お手元に配付してあります採決表の一括採決する

ものの中の各議案は、委員長の報告のとおり決する

ことにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、採決表の一括採決するものの各議案は、

委員長の報告のとおり決定をいたしました。 

○議長（安達 隆君）  日程第３、第33号議案を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君） 提案理由の御説明を申し

上げます。 

 第33号議案は、副市長の選任についてでございま

して、現在空席となっている副市長に、堤隆氏を選

任いたしたいので、同意を求めるものでございます。 

 堤氏の略歴につきましては、お配りした資料に記

載のありますとおり、昭和53年から大分県職員とし

て勤務され、特別職である企業局長まで歴任し、大

分県の発展のためにご尽力されております。 

 その豊富な知識や経験、そして、これまで培われ

た行政手腕とその人格は、本市の副市長として、適

任であると考えるものでございます。 

 なお、御同意いただいた後は、７月１日付の選任

を考えております。 

 何とぞ慎重審議の上、御協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  お諮りいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第33号議案については委員会の付託を省

略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  日本共産党の大石でござい

ます。今提案されました副市長の議案、第33号議案

に質疑をいたします。 

 １点は、佐々木市長からこの堤隆氏の経歴につい

てご説明がありました。その中で、１年間だけ県の

企業局長としてご活躍されたということもわかりま

した。豊後高田市において、佐々木市長は人口減少

を食いとめたいと、何とか人口増に取り組みたいと

いうことが大きな公約の柱になっておりますんで、

一般的には、「大石さん、市の職員の中で副市長に

なるような者おらんのんかいえ」という、ひらくち

で言われます。でも、県との関係でやっぱりパイプ

を太くすることが求められていると思いますんで、

県から優秀な職員が来れば、佐々木市政にとっても

有利かなというふうに期待をしておりました。 

 よって、一つの質問は、この同じ県の職員の派遣

でも、企業局長の経験者が副市長になることは、一

般的に見たら、中核工業団地があと４区画、たしか

約６町ぐらい空きがあるんですよね。ここの企業誘

致について、永松市長に最後の１年間頑張れと言わ

れましたけど、とうとうこの４区画を埋めることが

できなかったんですよ。大いに期待したいと思うん

ですけど、市長自身は、この方が副市長になること
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は、高田の企業誘致を促進する上で有利になるとい

うようなお考えで提案したんでしょうか。これが一

つね。 

 ２つ目は、県のほうに依頼をしているというのを

聞いておりましたが、何人かの、２人なり３人かで

「佐々木市長どうですかと、こういうメンバーで考

えられるんだが、あんたのいいのは誰かい」という

ような事前の協議があってこの人が選ばれたのか、

いや、もう最終的には知事がこの人が高田の佐々木

市長の副市長には適任だという形で推薦を受けたの

か、その辺もちょっと聞きたいところなんで聞きま

す。 

 もう一点は、この方を見ましたら、今現在、大分

市の方ですね。堤さんというけん、香々地の出身か

なと思ったんだけど、どうも大分市の生まれのよう

なんですね。よって、きょう議決されましたら、７

月１日からということですから、丸々４年間が任期

になるんですね、副市長の場合。よって、この方は

家族ぐるみで豊後高田市に移住されると思うんです

けれども、何人家族の方なのか。家族ぐるみで見え

れば、やっぱり市長の公約であります人口増につな

がっていくと思いますので、大きいと思うんですよ。

じゃけえ、やっぱりそれは、適正なアパートなり個

人住宅なり早く見つけてあげて、早く高田の住民に

なるようにしてもらったほうが、本当に高田市民と

なじんで佐々木市長を助けて、やっぱり市民から期

待されるような行政運営ができると思いますんで、

ちょっと市民の前に明らかにしてもらえんでしょう

か。 

 以上であります。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  大石議員さんの質問に答

えたいと思います。 

 堤隆さんは、総務部や農林水産、また教育委員会、

いろいろな経験をなされておる方でありますし、私

も議会時代に面識もありますし、そういう意味では

立派な人だと思っております。 

 また、もう一つは、私は県のほうにお願いした方

でありますし、特定人物については私からは申して

おりませんが、この人でどうでしょうかというお話

であります。そういうことで決めさせていただきま

した。 

 また、単身赴任で今回とりあえず来るようになっ

ておりますし、家族の場合は、子供が大分におると

いうことで、奥さんはこちらのほうには今の段階で

は来るように、子供と一緒に大分で過ごすようになっ

ております。そういうことで理解をさせていただき

たいと思います。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  長く申しませんけど、今答

弁がなかったね。最終的には企業局長を１年間され

て、県の職員を退任されとる方なんですよね。だか

ら、企業誘致も一つの課題ですが、ほかの人よりは

堤さんのほうが副市長に就任されたら、企業誘致が

前に進むのかなという期待を持つんですけれども、

その点、市長、やっぱり期待を持てるというふうに

認識してよいでしょうか。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  大石議員さんからのお話

ありますが、企業局長は、企業誘致担当とはちょっ

と全く関係ないポストであります。企業誘致のほう

は商工労働部のほうになりますので、そういうこと

でご理解をいただけたらありがたいと思います。 

○議長（安達 隆君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ２番、中尾 勉君。 

○２番（中尾 勉君）  議席番号２番、新政会の中

尾でございます。21日の一般質問でも、副市長の件

についてはご質問させていただきました。早々に本

議会において追加提案をしていただきまして、本当

にありがとうございます。 

 一般質問でもお聞きをしました、やはり市民と職

員のパイプ役という部分、非常に大きい部分だろう

というふうに思います。長年にわたって大分県のほ

うで行政に携わったという部分の経験は非常にいい

と思うんですけども、やはり危機管理という部分、

大分市出身という部分で、やはり地理的な問題、危

機管理の面からいいますと、地域の事情などにもな

かなか精通をされていないだろうというふうに思う

んですけども、即戦力という形で私は考えておりま

したものですから、やはり市長としてその部分につ

いて、副市長の選任に当たってはどういうふうに考

えておられるのか、今後対応についてはどういうふ

うに考えておられるのか質疑いたします。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  中尾議員さんの質疑です

が、まず高田に居を構えていただくということで話

が進んでおります。一日も早く高田の事情を理解で

きたらありがたいなと思っております。とにかくや

る気のある方でありますので、そういう意味では心
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配はいたしておりません。よろしくお願いいたしま

す。 

○２番（中尾 勉君）  終わります。 

○議長（安達 隆君）  ほかに質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  これにて質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより第33号議案を採決いたします。 

 本案は、これに同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第33号議案については、これに同意する

ことに決しました。 

○議長（安達 隆君）  日程第４、第34号議案を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君） 

 提案理由の御説明を申し上げます。 

第34号議案は、教育委員会委員の任命についてで

ございまして、本年７月１日をもって任期が満了す

る教育委員会委員に、高井郁朗氏と大嶽由美子氏を

再任いたしたいので、同意を求めるものでございま

す。 

 何とぞ慎重審議の上、御協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  お諮りいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第34号議案については、委員会の付託を

省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  質疑なしと認め、質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより第34号議案を採決いたします。 

 本案中、高井郁朗氏を教育委員会委員の任命に同

意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、高井郁朗氏を教育委員会委員の任命に同

意することに決しました。 

 次に、お諮りいたします。 

 本案中、大嶽由美子氏を教育委員会委員の任命に

同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、大嶽由美子氏を教育委員会委員の任命に

同意することに決しました。 

○議長（安達 隆君）  日程第５、第35号議案を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君） 

 提案理由の御説明を申し上げます。 

 第35号議案は、公平委員会委員の選任についてで

ございまして、本年６月30日をもって任期が満了す

る公平委員会委員に、佐藤ひとみ氏を再任いたした

いので、同意を求めるものでございます。 

 何とぞ慎重審議の上、御協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  お諮りいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第35号議案については、委員会の付託を

省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  質疑なしと認め、質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより第35号議案を採決いたします。 

 本案は、これに同意することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第35号議案については、これに同意する

ことに決しました。 

○議長（安達 隆君）  日程第６、第36号議案を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君） 

 提案理由の御説明を申し上げます。 

 第36号議案は、固定資産評価審査委員会委員の選

任についてでございまして、本年６月30日をもって

任期が満了する３名の固定資産評価審査委員会委員

に、塩崎愛子氏を再任し、尾造正直氏、加祐智子氏

を選任いたしたいので、同意を求めるものでござい

ます。 

 何とぞ慎重審議の上、御協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  お諮りいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第36号議案については、委員会の付託を

省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  質疑なしと認め、質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより第36号議案を採決いたします。 

 本案中、塩崎愛子氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、塩崎愛子氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

 本案中、尾造正直氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、尾造正直氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

 本案中、加祐智子氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、加祐智子氏を固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意することに決しました。 

○議長（安達 隆君）  日程第７、意見書案第１号

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 ８番、近藤紀男君。 

○８番（近藤紀男君）  「教職員定数改善と義務教

育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書（案）」

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 学校現場における課題が複雑化・困難化する中で

子どもたちのゆたかな学びを実現するためには、教

材研究や授業準備の時間を十分に確保することが不

可欠です。そのためには教職員定数改善などの施策

が最重要課題となっています。（公益財団法人）連

合総合生活開発研究所の教職員の働き方・労働時間

に関する報告書では、７割から８割の教員が一月の

時間外労働が過労死ラインの80時間となっているこ

と、１割がすでに精神疾患に罹患している可能性が

極めて高いことなどが明らかにされました。明日の

日本を担う子どもたちを育む学校現場において、教

職員が人間らしい働き方ができるための長時間労働

是正が必要であり、そのための教職員定数改善も欠

かせません。 

 義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下

の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１か

ら３分の１に引き下げられました。いくつかの自治

体においては、厳しい財政状況の中、独自財源によ

る定数措置が行われていますが、地方自治体の財政

を圧迫しています。国の施策として定数改善にむけ

た財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでい

ても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の

要請です。 

 ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備
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は不可欠です。 

 つきましては、2018年度政府予算編成において２

つの事項が実現されるよう、国の関係機関へ要望し

たいので、地方自治法第99条の規定に基づく意見書

として提出していただきますよう、お願いするもの

でございます。 

 以上、議員各位のご協賛を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  お諮りいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第１号については、委員会の付

託を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  質疑なしと認め、質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより意見書案第１号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第１号については、原案のとお

り可決されました。 

○議長（安達 隆君）  日程第８、選挙管理委員の

選挙を行います。 

 選挙をすべき委員の数は４名であります。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第

２項の規定により、指名推選で行いたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決し

ました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法は、議長が指名することにいたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、指名の方法は議長が指名することに決し

ました。 

 選挙管理委員に清末武司君、山田敏美君、木藤信

一君、稲葉由美子君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました清末武司君、山田敏美

君、木藤信一君、稲葉由美子君を選挙管理委員の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました諸君が選挙管

理委員に当選されました。 

○議長（安達 隆君）  日程第９、選挙管理委員補

充員の選挙を行います。 

 選挙をすべき補充員の数は４名であります。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第

２項の規定により、指名推選で行いたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決し

ました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法は、議長が補充の順序により指名する

ことにいたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 （「異義なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、指名の方法は、議長が補充の順序により

指名することに決しました。 

 選挙管理委員補充員に、補充の順位で第１順位、

實常重信君、第２順位、松樹秀芳君、第３順位、渡

邉義勝君、第４順位、安本ふみ子君を指名いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました第１順位、實常重信君、

第２順位、松樹秀芳君、第３順位、渡邉義勝君、第

４順位、安本ふみ子君を選挙管理委員補充員の当選

人と定めることにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君）  ご異議なしと認めます。 
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 よって、ただいま指名いたしました諸君が、順序

のとおり選挙管理委員補充員に当選されました。 

 以上で、本定例会に付託・付議されました案件の

審議は全部終了いたしました。 

 12番、河野徳久君。 

○12番（河野徳久君）  大石議員さんの第31号議案

における質疑の時に、固有名詞が使われて、品位を

傷つけられるような発言があったと私は感じており

ます。議会ももうこれで閉じますが、議事録を立ち

上げて、もしそういう私の考えるようなことば遣い

だったらば、修正するなり何らかの方法をとってい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安達 隆君）  わかりました。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  私の発言に意見が出されま

したけど、意見を出す以上、私の発言のどの部分が

問題と、だから、議長としてどうしようというなら

わかりますよ。その抽象的な発言を議長がわかりま

したちゅうことは、どういうことなんですか。 

○議長（安達 隆君）  12番、河野徳久君。 

○12番（河野徳久君）  私の考えが甘かったという

ことです。やはり固有名詞を使われたということは

私も確認できていないし、それが中傷誹謗に当たる

か何かちゅうのは、まだ確認できないから議長にお

願いしたんであって、自分を守るために次から次言

いなさいっていったら、私も言えませんよ、議事録

を精査しない限り。そういうことです。 

○議長（安達 隆君）  後々議事録を審査し……。 

○18番（大石忠昭君）  議長、ちょっと発言させて

ください。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  議事進行について、この種

の発言があったのは、私の長い経験で初めてなんで

すね。議長の権限というのは、18人の議員の中で、

質問の中で、それは問題発言をした場合には、議長

が注意することができます。私ども議長の注意に応

えなければならないと思うんですよ。そういう場合

もあります。さらには、あるいは、私の発言が問題

なら、問題発言を問題にすることもできますわね。

でも、軽微なことについては議長が判断で、いわゆ

る会議録の修正もすることもできるんですね。いろ

んな議長権限を持っているんですよ。それは言われ

なくても議長ならば、安達議長の場合にも３年目に

なりましたからね。それぐらいのことは言われなく

ても議長が立派に処理できると私は信じております

が、それでいいですか。 

○議長（安達 隆君）  後ほどよろしく審査して、

判断をくだしたいと思います。いいですか。 

○18番（大石忠昭君）  はい。 

○議長（安達 隆君）  ７番、土谷信也君。 

○７番（土谷信也君）  今、大石議員のお話にあっ

たんですが、私が質疑の回答者ということで、その

時に申し述べなかったんですが、もう皆さんお聞き

のとおり、市長が給料削減のことをもう議会と話は

できておって、とった後、それを否定するんじゃな

いかと、そういうお話がありました。私もその時点

でそういうお話をしたかったんですが、答弁者とい

うことで答弁だけにさせていただきましたけど、こ

れは大変なことばじゃないかと思っております。こ

れについて本当に根拠が、そういうのがあって、私

または佐々木市長に対しても大変失礼なことばだと

私は感じております。答弁の時に言えなかったとい

うことで、今のこの時点でお話をさせていただきま

した。 

○18番（大石忠昭君）  議長、いいですか。今のこ

とに関連しまして、議事進行。議長、いいですか。

発言を許してください。私の名前出ましたんで。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  発言を許していただきまし

たので、発言します。 

 今、土谷議員からるる私の名前が出されて議論が

ありましたけれども、私は、そういう事実はないと

確信を持って言えます。私のことばで言ったら、そ

ういう意見があるけども、そんなことはないよとい

う形で、私はそういう声があるけども、市長や議員

を守る立場から発言したつもりでございます。よっ

て、そういう正確でない発言、議会運営委員長なる

者が、ちゃんとメモもなくて、それを確認しないで、

そういう何か私の発言に問題があって、それに応え

る答弁しなかったから云々などということのほうが、

やっぱり議会運営委員長としてこの場で発言するの

は、好ましい発言ではないというふうに私は思いま

すが、議長、どう思いますか。 

○議長（安達 隆君）  先程申し述べたように、後

ほど精査して結論を出したいと思います。 

 以上で、本定例会に付議された案件の審議は全部

終了いたしました。 

 これをもちまして、平成29年第２回豊後高田市議

会定例会を閉会いたします。 

午前11時51分 閉会 
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